
22．水ナスのスポット加温による生育促進効果

磯部武志

１．目 的

水ナスは低温期の樹勢が弱いが、これまでの成果で、夜間の温度を ℃に設定、加温16

することで、低温期の収量が２倍以上に増加することを明らかにしてきた。しかし、最近

の原油価格高騰や地球温暖化対策への取り組みが求められる中、省エネルギー型生産技術

が望まれる。そこで、水ナスの加温半促成栽培において、樹体や根域などスポット的に加

温することによる低温期の生育促進効果を検討したので報告する。

２．方 法

［試験１］加温部位の違いが水ナスの生育に及ぼす影響

穂木を絹皮水ナス、台木を台太郎とした接ぎ木苗を用い、ワグネルポットを用いたスポ

ット加温試験を実施した。 年 月 日に ワグネルポットにナウエル培土を充2007 3 1 1/5000a

填し、草丈 内外のセル苗を定植した。施肥にはエコロング ( 日)を で10cm 424 100 30kg/10aN

施与した。無加温ガラス室内で管理し、かん水、病害虫防除は適宜行った。試験区は、①

無加温区②加温区③根域加温区④生長点加温区(空中温床線を使用)とした。生長点近傍温

度、根域温度を計測するとともに草丈の推移を調査した。

［試験２］加温部位および方法の違いが水ナスの生育に及ぼす影響

試験 の結果を踏まえ、加温方法の改良を検討した。 年 月 日に ワグ1 2007 11 12 1/5000a

ネルポットに草丈 内外のセル苗を定植した。栽培管理、その他は試験１に準じた。20cm

試験区は、①無加温区②加温区③根域加温区④生長点加温温床線区⑤生長点加温赤外ラ

ンプ区とした。生長点近傍温度、根域温度を計測するとともに草丈、葉数、節数、茎径の

推移を調査した。

３．結果および考察

［ ］ 、 。試験１ 草丈の推移を見ると 加温区に次いで根域加温区で生育促進効果が観察された

生長点付近への空中温床線設置は、茎葉が線に接触するなどで熱傷が発生し、無加温区と

大差は無かった。水ナスの生長とともにこまめに配置し直す必要があると考えられた。

［試験２］根域の加温温度を高めることで加温区とほぼ同程度の生育を示した。また、空

中温床線を適切に設置することで、加温区と同程度の生育を示した(図 )。なお、赤外ラ1

ンプ区は加温区以上に草丈伸長効果が観察

されたが、節数は同じであることから、節

間の伸長によるものと考えられた。

以上の結果、部分的に加温することによ

り水ナス生育伸長効果が観察されたことか

ら、省エネ加温方法としての可能性が見出

された。現在、圃場規模での試験を実施し

ているが、今後、加温コスト(電気代)や設

置方法、加温設定温度や石油暖房との組み

図１ 加温方法の違いが水ナスの初期生育に及ぼす影響合わせなど現実的な検討を行う予定である。
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